
昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

カ

ノ

ヤ 

タ

イ

ム 

ト

ラ

ベ
ル

写 真 で 見 る 「 か の や 」 の 今 ・ 昔

「
太
陽
国
体
」が
や
っ
て
き
た
！

　

い
ま
、
県
が
進
め
る
マ
リ
ン
ポ
ー
ト

か
ご
し
ま（
鹿
児
島
市
）
の
整
備
に
よ

り
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
等
の
受
け
入
れ

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

経
済
効
果
を
大
隅
半
島
に
も
波
及
さ
せ

る
た
め
に
、
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま

と
鹿
屋
港（
古
江
港
）
間
で
臨
時
の
高

速
船
を
運
航
し
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
観
光

客
が
鹿
屋
・
大
隅
を
周
遊
で
き
る
た
め

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
鹿
屋
港
か
ら
は
、
か
つ
て
定
期

の
高
速
船
が
運
航
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
昭
和
62
年
に
鹿
屋
―
鹿
児

島（
ボ
サ
ド
港
）
間
及
び
鹿
屋
―
指
宿

間
で
運
航
が
始
ま
っ
た「
高
速
船
き
ん

こ
う（
き
ん
こ
う
丸
）」
で
す
。
き
ん
こ

う
丸
は
、そ
れ
ま
で
鹿
児
島
を
起
点
に
、

鹿
児
島
湾
を
結
ん
で
い
た
高
速
船

今
昔

田崎大橋は県道 68 号線上に架かる立体交差道路橋で、共栄町と田

崎町をつなぐように、昭和 53 年に開通しました。開通前は国鉄大

隅線の踏切があったため、朝夕のラッシュ時に混雑していましたが、

橋の完成により渋滞は解消。田崎大橋は今でも地域の産業・経済を

支える幹線道路として大きな役割を果たしています。

昭和53年２月

垂
水
、
古
江
、
大
根
占
、
指
宿
、
山
川

を
巡
航
し
て
い
た
１
８
０
ト
ン
の
旅
客

船「
あ
か
ね
丸
」
が
船
齢
を
重
ね
た
こ

と
も
あ
り
、
代
わ
り
に
導
入
さ
れ
た
高

速
船
で
し
た
。

　

き
ん
こ
う
丸
は
、
全
長
24
．
８
ｍ
、

幅
５
．６
ｍ
の
船
で
、最
大
速
力
30
ノ
ッ

ト（
時
速
48
㎞
）
の
速
さ
で
、
鹿
屋
―

鹿
児
島
間
を
片
道
40
分
で
１
日
３
往

復
、
鹿
屋
―
指
宿
間
を
片
道
30
分
で
１

日
２
往
復
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
高
速
船
は
そ
の
後
廃
船
と
な
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
根
占
―
指
宿
間

で
平
成
29
年
に
就
航
し
た「
高
速
船
な

ん
き
ゅ
う
10
号
」
が
、
薩
摩
半
島
と
大

隅
半
島
を
片
道
20
分
で
結
ぶ
高
速
船
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

鹿屋港では、クルーズ船等から
高速船で訪れる観光客への盛大
なおもてなしが行われている。

鹿屋ー鹿児島間、鹿屋ー指宿間
で運航されていた「高速船きん
こう」（写真は鹿屋市史より）

田崎大橋の開通

◦
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鹿屋高校

かのやグラウン
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下谷川

肝属川
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